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＜第４５７２回＞ 

目的地：雲山峰(和泉) 

担当者：時本 

実施日：2025年2月9日(日) 

形 式：初級ハイキング 

費 用：\1,720.（JR天王寺駅発着） 

参加者：12名 

天 気：晴 

行 程： 

JR天王寺駅(8:27)＝(紀州路快速(和歌山駅行))⇒(9:21)山中渓駅［集合・73m］(9:35)→(10:20)第一パノ

ラマ展望台[310m](10:30)→(10:45)四ノ谷山[363m](10:52)→(12:12)雲山峰[489.9m](12:23)→(12:44)六

角堂(13:15)→(14:50)下山口(車道出会) [352m](15:14)→(15:35)六十谷駅[15m]［解散］(15:45)⇒

(16:53)JR天王寺駅 

感 想： 

雲山峰の山名は「山」と「峰」が二重表現となっているうえ、紀泉アルプスの最高峰なので、名称から

は山深く険しい山域を想像してしまいますが、実際はそれほどでもなく、随所で海や市街地が望める平野

部から近い山です。 

集合場所の山中渓駅は、最近リニューアルされたのか建物やフェンス等が新しく感じました。トイレは

2 つあるのですが大変広く、うち 1 つは何故こんなに広いのかと驚くほどの面積があります。参加された

方からは、2つに分けてトイレの個数を増やして欲しいとの要望が出たほどでした。 

 雲山峰に山中渓駅(73m)から登るコースは、第一展望台(310m)までの行程に連続した登りが集中していま

す。そのため、「この区間を頑張れば後は楽。」との思いで約40分登りました。とはいうものの、急な登り

はなく、良いハイキングコースです。 

 第一パノラマ展望台に到着すると見事な景色が広がっていました。正面に関西空港、大阪湾を挟んで六

甲山系が見え、左手前には阪南市街が広がっていました。ときおり飛行機が飛び立ち、コロナ禍初期に関

西空港を俯瞰した時には飛行機の発着が見られなかったことが随分昔に思えました。 

 第一パノラマ展望台からは尾根伝いのなだらかな登りが続きます。なだらかなだけに、皆さん会話を楽

しまれていました。途中、Ｍさんがスマートフォンで流しておられる第九の合唱部分がドイツ語で聞こえ

てきました。近くの人から、なぜ聞いているのと聞かれ、大阪・関西万博の開幕日にオープニングセレモ

ニーの一環で合唱するメンバーになられたからとのお答え。ドイツ語で歌うので歌詞になじむために聞い

ておられたようです。また、Ｉさんが3月下旬に担当される虎御前山の花見例会の話が出て、以前に同じ

場所で花見例会をしたが9年前だったと言われたため、随分以前のことだったんだなと感慨深いものがあ

りました。 

 途中、四ノ谷山(363m)への分岐に到着したので、皆さんに「四ノ谷山に登りましょうか。」と お尋ねす

ると、すかさず「どのくらい登るの？」との声が。それに対し、「少しだけ。」との別の人からの答えがあ

りました。この答えも素早かったため、その声につられるように皆さん、登られることになりました。雲

山峰に登る機会はあっても、四ノ谷山はスルーすることが多いだけに、いい機会だったのかも知れません。

ただし展望はありません。なお、四ノ谷山～雲山峰のほぼ中間の少し手前にある.350m の小ピークは、眺

望が良く開けていて休憩適地です。当日もここで小休止しました。 

 雲山峰頂上(489.9m)に到着したのは、12:12 で昼食に良い時間でしたが、山頂で風が少しあったのと、

景色が見えなかったこともあり、Ｗさんが「景色の見えるところの方が良いのでは。」と言われたため、昼

食は展望広場か六角堂でいただくことにして、ここでは集合写真を撮影するに留めました。雲山峰には三

角点があり、すぐ近くに「三角点は大切に」と記載された木柱がありました。三角点をよく見ると、一方

向が石でカバーされていましたが、頂部の四隅は少し欠けているようでした。木柱で注意を呼び掛けてい

る理由がわかりました。 
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 展望広場では、和歌山市街や大河の風格を感じさせる紀ノ川、更に紀淡水道が見えましたが、「雲山峰頂

上より風が強い。」という意見が出たため、すぐ先の六角堂に向かいました。六角堂到着は12:44。こちら

は先ほどの展望広場はもちろんのこと雲山峰頂上よりも風がなく、日差しが当たるとあまり寒さを感じま

せんでした。時刻が少し遅かったのですが、和歌山方面の眺望も開け、良い場所で昼食をいただけました。

ただ展望そのものは、先ほど通過した展望広場の方が開けていて雄大です。昼食の際には、眼下に広がる

和歌山市街を見ながら、例会前日に行われた日米首脳会談で話題になった日本製鉄の話が出て、それに関

連して、Ａさんから以前仕事で何度か住友金属(現・日本製鉄)の和歌山工場に行ったことがあるといった

話が出ていました。 

 昼食後、順調に下山路を進み、車道との出会いに到着し、すぐ近くの空き地でティータイムをとりまし

た。皆さんには、差し入れをいただいたり、お湯を沸かしていただき、ありがとうございました。お陰様

でホッと一息つけました。六十谷駅からJR線に乗車し、天王寺駅で解散後、9名でＭさん推薦の「穂高」

店で懇親会をしました。 

 当日は今年一番と言われた寒波の最中でしたが、天候に恵まれ、風がない時が多かったため日向では寒

さをあまり感じず快適に歩けました。特に昼食時に風がなく日が当たったのは良かったです。寒いと言わ

れた天気予報にも拘わらず参加していただきました皆様、ありがとうございました。 

  


